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クントゥル・ ワシはベルー北部山地カハマルカ県にある遺跡で,ア ンデ
ス先史学で形成期とよばれる時代に属する。東京大学古代アンデス文明調

査団は,1988,89,90年 の 3ヵ 年にわたって,こ の遺跡の発掘調査を行っ

た。その際,遺跡中央の基壇部分で黄金製品その他の副葬品を伴う一連の

墓が発見され,ア ンデス研究者の注目を集めた。以下の小論は, これら7

基の墓の予備的な発掘報告である。人骨と遺物の分析などまだなすべきこ

とが残っており,それらの作業が終了した時点で,あ らためて詳細な報告
を発表する予定である。

アンデス文化史における形成期とは土器が製作されるようになってから

(BC 1800),古代国家段階への移行が具体化した時期 (AD 100)ま でを指

す。この形成期研究の主要な関心は,ア ンデスにおける国家形成の前段階

として,いかなる社会変化・文化変化の過程が進行したかという問題にあ
る。近年の研究では, この時期に各地に大規模な祭祀建築が出現している

ことが注目されており,小規模な村落社会を相互に結び付け,広域にまた
がる地域社会が形成される契機としての祭祀の役割が重要な検討課題と

なってきている。形成期における祭祀の役割の解明,ク ントゥル・ ワシの

発掘調査もまた, これを主たる課題としている。
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遺  跡

クントゥル・ ワシ遺跡は, カハマルカ県サン・パブロ郡プエブロ・ ヌエ

ボ地区にある。アンデス山脈の西斜面の尾根の突端,海抜 2,200mほ どの

山である。遺跡のある山の東側は急峻な斜面となってサン・パブロ川に落

ち込んでいる。南西側もまた断崖に近い急斜面でサン・ ミグル川に落ち込

む。一方,北西側には緩やかな斜面が広がり,現在は広々とした農地になっ

ている。しかしこの緩斜面もやがては断崖になり,その先にはサン・ ミゲ

ル川の深い峡谷がある。サン・パブロ川とサン・ ミグル川はいずれもヘケ

テペケ川に合流し,大平洋へと流れてゆく。海岸からの距離はおよそ 120キ

ロメートルである。クントゥル・ ワシから尾根をたどって約 3キ ロメート

ルのところに,郡庁所在地でもあるサン・パブロ市があり, さらに山道を

ゆくか,あ るいはヘケテペケ川に沿って上流にゆくかして,分水嶺を越え

るとその先にカハマルカ盆地 (海抜 2,700m)が ある。クントゥル0ワ シか

ら直線距離にして約 35キ ロメートルである。

遺跡は,段違いの 2つのエプロン状テラスと頂上マウンドからなる。テ

ラスは頂上マウンドの北東に尾根を整形して築かれており,高い方を第一

テラス,低い方を第ゴテラスとよんでおく。第一テラスは幅 130mあ まり,

奥行き45mで,第ニテラスより6mほ ど高く,これとのあいだに大石の

上留壁が立ち,こ の壁の中央に幅 1l mの階段があって,2つのテラスをつ

ないでいる。第ニテラスは,奥行き30mほ どで,やはり北東の縁は石壁で

支えてあり,中央部に階段がある模様である。第一テラスの奥に高さ9m

の頂上マウンドがある。四方は段違いの二重の石壁 (土留壁)をめぐらし,

北東面の中央に幅 1l mの階段が設けられている。こうして,頂上マウンド

は全体として一つの巨大な基壇であり,その上面は幅 110m,奥行き130m

の広さとなっている。
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時期区分

現在,頂上マウンドの地表にはほとんど建築跡が見られない。およそ 1

ヘクタール余の広さの,あ まり起伏のない平坦な状態になっている。しか

し発掘調査の結果,土中にはかなり多くの建築が埋もれており, しかも多

時期にわたる大規模な建設活動があったことが確認された。 3回の調査に

より, クントゥル・ ワシ遺跡は少なくとも4時期にわたって利用されてい

たことが明らかになった。これらの時期は大きな枠組みでいえば形成期に

入る。したがって,ク ントゥル・ ワシでは,形成期の中で生じた祭祀活動

の変化を追求することができるのである。 4時期への細分は,建築の重な

りと,土器の層位関係とを基礎にして,総合的に検討したもので,古い方

から,イ ドロ期, クントゥル 0ワ シ期, コパ期, ソテーラ期の 4時期であ

る。

クントゥル・ ワシで最初に祭祀建築が作られるのがイ ドロ期である。こ

の時期の建築はクン トゥル・ ワシ期の建築によって完全に埋められてし

まっているので,全貌を知ることが困難であるが,発掘によってイ ドロ期

の地層にまで到達できた地点では,必ずといってよいほど,自土をかなり

の厚さに固く敷き詰めた床面 (その多くは人工の広場)が認められ,それ

に対応するぃくつかの建築遺構を発見することができた。土器の特徴から

すると,イ ドロ期は,カ ハマルカ盆地の後期 ワカロマ期と共通する点が多

い。

つぎのクントゥル・ ワシ期においては,先行したイドロ期の建築を埋め

尽くしたその上に,全 く新しいプランによる祭祀建築が築かれた。現在の

遺跡の外観はこの時期にできた構造が基礎になっている。頂上マウンドを

支える大規模な外周壁と階段が作られ,北東側に 2段のテラスが築かれた。

階段をのぼりつめた頂上には 1辺 25mの方形の半地下式中央広場が設け

られ,その両側に複雑な構造をもった大小の基壇建築と小型の広場が配置

された。中央広場の正面奥には一段高くなった中央基壇がある。そこは頂
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上マウンドのほぼ中心にあたるところである。中央基壇のさらに背後の平

坦部には円形の半地下式広場が作られた。直径約 15m,深 さ約 2m,向か

い合う位置に一対の階段が付いていたと考えられる。クントゥル・ ワシ期

の土器は,北海岸に広く分布するクピスニケ様式に酷似しており,海岸と

の密接な関係がうかがわれる。

つづくコパ期では,ク ントゥル・ ワシ期の建築プランが部分的に踏襲さ

れた。中央基壇の北東側では,中央広場やその東の基壇の床の張り替えや,

小さな建築の付加など,部分的な増改築があるものの,基本構造に大きな

変化はない。これに対して,中央基壇より南西部では前面的な改変がなさ

れている。円形半地下式広場は完全に埋められて,その上に新しいプラン

の建築が展開する。建築群の基本軸も変わり,それ以前までの北東一南西

ではなくなっている。土器からみると,カ ハマルカ盆地の EL相 との類似が

最も強い。

ソテーラ期はクントゥル・ ワシにおける最後の時期である。この時に祭

祀建築は徹底的な破壊を被っている。土器はカハマルカ盆地のライソン期

のものと同じで,カ ハマルカ盆地でもライソン期にそれ以前の祭祀建築の

大規模な破壊活動が認められている。

墓の発掘

特殊な一連の墓は,頂上マウンドのほぼ中央部 (A地区)で発見された。

ここには,幅 24.8m,奥行き 15。 7m,高 さ1.5mの 中央基壇(KW/STR―

1)がある。この基壇の調査の過程で,基壇の内部に古いイドロ期の建築が

埋め込まれていることが明らかになった。

発見されたイドロ期の建築の一つは,幅 10.6m,奥行き7.5m以上,高

さ 1.75mの ,現存部分では長方形の基壇建造物(ID/STR-1)である。奥

行きの部分はクントゥル 0ワ シ期の中央基壇を支える土留壁を築くときに

破壊されてしまい,全体の形状と大きさがわからなくなっている。ID/
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STR-1の基壇の前面 (北東壁)には,高 さ50 cln,奥行き 90 cIIllほ どの段が

張 り付いており,そ の先で壁が 1.25mの高さで立つ。この壁の中央には幅

2.6mにわたって切れ目があり,入日のように開いている。ここから入ると

部屋のような空間がある。幅 9m,奥 行き2.9m,床 と壁の全面が自土で

上塗 りされていた。部屋の正面奥は高さ 75 cmの壁になっていて,その先は

一段高くなっている。基壇の土留壁は石を積んだ後,表面に 20 clnほ どに厚

く上を上塗 りし,そ の上に白土を塗って仕上げとしていた。この基壇の上

の部屋状の空間の床に 4基の墓 (第 1号墓から第 4号墓まで)が発見され

た。

クントゥル・ ワシ期の中央基壇内部には, さらにもうひとつの低い基壇

が埋め込まれていた。これもイドロ期のもの(ID/STR-2)で,ID/STR一

1の北西 4mの ところにあった。高さは 40 cmと 低く,確認された部分は幅
4m,奥行き6mで ,残 りの部分はクントゥル・ワシ期の中央基壇建設の

際に壊されてしまっていた。この低い基壇の上には3m四方の部屋がふた
つつながっていて,北東側の部屋の床中央に第 5号墓が掘り込まれていた。

イドロ期の高い方の基壇 (ID/STR-1)前 面から北東の方には,自土を

固く敷き詰めた床の広場が広がっていた。そしてこの白床にも墓渡がふた

つ見出された。すなわち第 7号墓と第 9号墓である。いずれも後代におい

て掘り返されており,内部には人骨が散乱していた。墓墳の輪郭を確認し,

わずかに残されていた副葬品の一部を収集するにとどまった。なお両者と

も,朱の跡を残していた。

クントゥル・ ワシ期の中央基壇 (KW/STR-1)は 床面積 390平方メー

トル (24.8X15.7m),高 さ1.5mで,イ ドロ期の広場との比高は2mあ
り,基壇を作るにはおよそ 800立方メニトル分の土と石を積み上げたこと

になる。実際には,イ ドロ期の建物の基壇を埋め込んでいるので,800立方

メートルより幾分か少なくてよかったはずである。その埋め方は,土 と石

を交互に水平に敷き詰めてゆく規則的なものであった。まずイドロ期の広

場の床を土で覆い,そ の上に石を敷き詰めた。こうして低い基壇 (ID/
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STR-2)の高さまでが埋められると,つ ぎに再び土と石を積み,高い方の

基壇 (ID/STR-1)の 部屋状の空間の床面の高さまでを埋める。この上に

また土,石,土の順に積み,中央基壇を完成させた。ただし,イ ドロ期の

建築のうち北西部と南西部は,中央基壇の土留壁建設の際に破壊されてお

り,中央基壇がイドロ期の建築全てを包み込んでいるということではない。

イドロ期の建築とクントゥル・ ワシ期の中央基壇とは,北東一南西という

中心軸の方向は一致するものの,その位置に2mほ どのずれがある。おそ
らく両時期のあいだには建築プランに相違があり,そのことはまた祭祀自

体の違いを意味していると考えられる。クントゥル・ ワシ期の建築プラン

変更は,中央基壇ばかりでなく,頂上マウンド全体に及んでおり, さらに

下方のテラスまでも含んでいた。

ここに問題としている一連の墓はまさにこの大建設工事のはじめに作ら

れたものである。第 1号墓から第 5号墓まで,そ して第 7号墓と第 9号墓

は,すべて,イ ドロ期の白土の床面を壊して作られている。墓疲には蓋が

なく,ま た白土を塗り直した形跡もない。その上に堆積する土と石の互層

(すなわちクントゥル・ ワシ期中央基壇の埋め土)には乱れがない。した

がって,墓墳を掘り,埋葬を済ませ,墓墳を埋めたのは,イ ドロ期の基壇

が機能した後, クントゥル・ワシ期中央基壇の完成の前ということになる。

また,第 1号墓から第 4号墓までの 4基の墓は,近接して並んでおり,深

さもほぼ等しく,ほ とんど同時に作られたものと考えざるを得ない。そう

であるならば, これらの墓への埋葬は,中央基壇さらには祭祀建築全体を

建立する際の一つの過程として,あ るいはそのような大規模な造営にあ

たって執り行われた一つの儀礼行為とも解することができる。人骨,副葬

品などの詳しい分析と比較研究がこのことにある種の見通しを与えてくれ

るであろう。

第 1号墓から第 4号墓までの 4基の墓は次のようにして確認された。ま

ずクントゥル・ ワシ期の中央基壇 (KW/STR-1)の 床下を掘り進め,下

層のイドロ期の基壇 (ID/STR-1)に 設けられた部屋状空間の調査を行っ
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た。その内部に互層状態で詰まった土と石を除くと,全面に白い土を敷き

詰めた床が現れた。この床面に直径 1.5mほどの円形の輪郭をなす赤い土

の存在が認められた。明らかに自床を掘り込んで穴をあけ,その後で赤い

土を詰めて穴を塞いだことを示している。こうして,赤い土を除去する作

業をしたところ,穴の底から墓が発見されたのである。

詰められていた赤土は独特のものであり,あ る程度までは穴の壁面をな

す土との区別が容易であった。掘り下げた穴の壁面の観察から白床の下の

堆積状況を知ることができる。床下 15 cmの深さで,自土を敷いたもう一枚

の床の存在が確かめられた。イドロ期においては床の張り替えが行われて

ぃたことがゎかる。その下 40 cln二 50 cmの深さになると赤褐色の硬い土とな

る。これは岩盤の上であり,岩盤をも深く掘り込んだ後に,掘 り上げた岩

盤の土を穴に埋め戻したわけである。したがって穴が岩盤層の中へ掘り込

んであるところでは,埋め土と岩盤との区別がつけにくくなる。しかしな

がら,土の硬さと粒子の肌理の状態から辛うじてその区別が可能で,赤土

をすべて掘り上げてみると,穴は白床から円筒状をなして2m以上の深さ

になっていた。穴の底には横穴部分があり,それと筒状の竪坑との境には

石を積んで粗末な壁が築かれていた。この壁の奥の横穴に詰まっていた石

と土を除去すると,穴の底に埋葬が認められた。

こうして, 4基の墓の作り方が明らかになった。すなわち,まずイドロ

期の基壇の白床から竪坑を下層の岩盤にまで掘り込む。その後,横穴を掘

り墓室を準備し,埋葬の後,石を積んで墓室を開じる。最後に,掘 り出し

た土で竪坑を完全に埋める。

4基の墓は,同 じ建物の床下にはとんど同時に作られたとはいえ,墓間

の距離は均等ではない。第 1号墓と第 4号墓との間隔はわずか 20 cmで あ

り,一方第 2号墓と第 3号墓の間隔も 15 cmと 狭くなっている。これに対し

て,第 1号墓と第 2号墓とは 135 cmと やや広く間隔をあけている。この間

隔の違いに何か意味があるかどうか,今後の検討を待ちたい。

次に,各墓の内容を記述する。第 1号墓から第 4号墓までの構造は表 1
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の通りである。

第 1号墓

遺体は, もともと立て膝に曲げた足を両手で抱えたような形の座位屈葬

で,北もしくは北東を向いて安置されたと見えるが,発見時には右側に横

倒しになっていた。被葬者は壮年から老年の男性らしい。

頭骨の後方につぶれた状態で金の冠が発見された。冠は,46.5× 18 clnの

長方形の薄い金の板を丸く曲げたもので,頭に固定するための紐を通す小

孔が左右の端にそれぞれ 3箇所ずつあいている。 2段それぞれ 7つの 6角

形の切抜き部分があり,そ こには,金製の人面が 14個,2本の金のリング
で吊り下げられていた (『十四人面金冠』)。

さらに頭骨の近くには 3点の土器があった。頭骨に接するような状態で

無彩色の高杯,ややはなれて赤色鐙型壷があり,頭骨と金冠の間には,圏

点模様と刺突文のある赤色長頸壷があった。赤色鐙型壺は全体が鳥 (ワ シ

のような猛禽類)を形象しており, とくに顔の部分は刻線による曲線模様
が描かれている。遺体が横に倒れる前では, これらの上器は遺体の右手 1

m弱離れた位置にまとめて置かれていたことになる。
足の骨の手前ヤ|は, 3つの大きなほら貝 (ス トロンブス貝)があった。

そのうちまん中のものは,擬人的な横顔を主にした複雑な図像が亥J線で描

かれていた。これらの貝製品は, もともとは遺体の正面に置かれていたこ

とになる。    _
横倒しになった体の胸のあたりから, 1対の青い石でできた耳輪と, 2

点の貝製管玉(耳飾り),中央に丸い孔をあけ,縁の方にはコンドルの頭部

を彫刻した貝製装身具(ペ シダント),平板状の貝製ペシダント,小さな金

のリングなどが発見された。ベンダントの貝はストロンブスかと思われる

が,ス トロンブスと耳輪の青い石は,他の墓からは出土していない,第 1

号墓の特色といってよい。
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遺骸およびその周囲の土にはかなりの量の赤色顔料 (朱すなわち硫化水

銀とみえる)が付着していた。とくに頭部付近に朱が濃厚であった。

第 2号墓

骨の保存状態が極めて悪く,い まのところ性別,年齢の判定ができてい

ない。金の冠が立った状態で発見され,その内部に頭骨の破片がみつかっ

た。かぶっていた冠が顔の前にずり落ちたかのようである。冠は,48× 13.

5 clnの 長方形の金の板で,押 し型で浮き出しにされたジャガーの顔が横 1

列に表現されている。中央に正面像,その左右にまったく同じジャガーの

顔の倒立像,両端にはそれぞれ左右半分ずつのジャガーの顔が横顔として

表現される (『五面ジャガー金冠』)。 冠の周囲,内部の頭骨片に朱が濃い。

冠の下には 4枚の板状の金製胸飾りが,いずれも裏返しに重なっていた。

このことから座位の上半身が崩れて,胸に下げられていた飾りが重なり落

ち,その上へ冠を付けたままの頭部がずり落ちたと推定される。冠および

胸飾りの位置からすると,遺体はもともと北東を向いていたと考えられる。

一番上にあった胸飾りは, 2枚の長方形の板 (18× 9.5 cln)で ,上端中央

に小孔があいていて紐が通せるようになっている。板の浮き出し模様では,

上向きと下向きのジャガーの横顔と鋭い爪を強調した腕が表現されてい

る。 2つの顔は帯のようなものでつながっており,中央で点対称の関係に

ある (『横顔ジャガー飾り板』)。

この 2枚の飾り板の下にはH字型の金の胸飾りがあった (17.5X16 cm)。

上端中央に組のための小孔が 2つあいている。打ち出されている図像はか

なり複雑で,上半分にジャガーの顔 (正面とも見えると同時に,横顔を突

き合わせたようにも見える),下半分が大きな口を開けた顔の正面となって

いる。右目は四角,左 目は丸くその周囲を蛇の尾が巻いている。大口は上

顎だけで下顎がなく,ま た牙もない。H字の 4うの端には猛禽の横顔が打

ち出されている (『蛇目―角目/ジ ャガー胸飾り』)。
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一番下から見つかった金製の胸飾りは最も精巧な図像表現を持つもので

あった(16.5× 1l cm)。 中心をなすのは正面を向いたジャガー的な怪獣の顔

で,極端にねじ曲がった日からは鋭い牙が伸びている。顔の両側から鋭い

爪のある手と足が出ており,手は赤子のような小さな人物の背中をつかん

でいる。小動物を表した小さな飾り板が縁を飾っている(『双子/ジ ャガー

胸飾り』)。

遺骸の前方やや離れたところに刻線模様の把手つきカップ,右後方に

ジャガーの顔を刻線などで描いた黒色の壼が置かれていた。不思議なこと

にこの黒色壷は,破片の数が少なく,出土した全破片をつなげても, 1個

の壷を完成させることができない。すでに壊れて, 日縁部がなくなってい

た壷を副葬したとしか見えないのである。そのほか,緑色の石の管玉 (お

そらく耳飾り)が 3点出土した。

また,冠の左下端で小片が切り離されていたこと,『双子/ジ ャガー胸飾

り』ではジャガーの左足の部分が切り取られて,紛失してしまっていた。

墓そのものは完全に密閉され,後代の攪乱の跡は認められないので, これ

らの欠損は埋葬時にすでに生じていたものとせざるを得ない。その意味に

ついては不明ながら,二次埋葬もまた一つの可能性として考えられる。

第 3号墓

骨の保存はよくなかったが,頭骨の形が残っており,形状と歯の特徴か

ら,比較的若い男性と推測される。西向きの座位屈葬であったものが左側

に横転したらしい。頭骨周辺に朱が濃く認められた。頭骨の両側,耳の部

位に,金の耳輪と石製管玉 1個 (自 と緑の色)カミ対になって見出された。

耳輪の大きさは,最大径 7 cln,長さ3.5 cmで あった。遺体の右手前方には,

無彩色の高杯型土器,その手前に黒色刻文の鐙型壷が置かれてあった。
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第 4号墓

横穴の入日の左側に足の骨が見つかり,それとはかなり離れて奥の方に

下向きになった頭骨が発見された。もともとは入口近くに南向きの座位屈

葬で安置されていたが,入 口を塞ぐ石積みの一部が崩れて上半身を倒して

奥の方へ押しやったものらしい。被葬者は老年の女性である。頭部付近に

朱が多い。

墓室は北から南の方へ掘り込まれていて,第 1号墓の場合と同じである

が,遺体の向きは正反対である。すなわち,他の 3基の墓と違って,遺体

は奥の方を向いていたのである。墓墳の深さも異なり,他の 3基よりも幾

分か浅い。

頸骨の周囲から胸部にかけておびただしい量の管玉や丸玉が発見され

た。これらの玉類は散舌しもしていたが,多 くは規則的に並んでおり,あ る

程度原形を保っていた。玉は,少なくとも3種類の石と2種類の貝を加工

したもので,大きさと形状からすると20種類に分類できる。出土状況から

すると,輪状につないだ幾連かの首飾りと,小玉をつなぎあわせて胸にか

けた垂れ飾りという構成になっていたようである。玉の総点数は約 7,000

点,重量はおよそ 2.5 kgに もなる。

このほかに,胸の飾りの中に,円錐形の金のベンダント1点,鳥を象っ

た金と銀の小さな垂れ飾り21′点があった。

人面を象った小さな石製容器も発見された。

遺骸の右側にやや離れて黒色の鐙型壷が置かれ,さ らにその近くに 2点

の鉢もあった。 1つは赤の彩文のある鉢, もう1つは黒色の無文の鉢であ

る。

第 5号墓

第 5号墓はイドロ期の低い基壇 (ID/STR-2)の 上にあった小部屋の床
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面に掘り込んだ墓である。墓墳は隅丸長方形 (110× 70 cln)を呈し,深 さは

70 clnほ どで,かなり浅い。埋葬されていたのは壮年の男性で,膝を抱え,

背を丸めた姿勢でそのまま仰向けになった状態で発見された。頭部は穴の

南東の方に位置し,腰が北西の方にあった。頭骨の下,肋骨の上に,鹿の

角を適当な長さに切断して作ったらしい管玉が 7点,白い貝製の管玉が 20

点,見つかった。配置からみて,2連のべつべつの首飾りであろう。また,
動物の骨で作った極めて薄い有孔円盤 (直径 9,6 cm)と ,銅製の有孔円盤

2点 (直径 7.4 cln)が出土した。対称の位置に小さな孔があいていて,紐
を通して首から吊るしたものかもしれない。鋼製円盤の内1点は砕けて破

片になっていたが,他の1点は完全な形を保ち,酸化した表面には布の一

部が付着したままになっていた。

この第 5号墓は,層位関係からして,イ ドロ期の基壇が放棄された後で,

しかもクントゥル・ワシ期の中央基壇が建設される前に作られており,第
1号墓から第 4号墓までの4基 と同時期であるといってよい。しかし,墓
の構造,埋葬方法,そ して何よりも副葬品と朱が撒かれていない点で,独

特である。

第 7号墓 と第 9号墓

これら2つの墓は,イ ドロ期の高い基壇 (ID/STR-1)の 前面すなわち

北東側にある広場で見出された。墓墳は自土を固く敷き詰めた広場の床面

を円形に掘って作ってあった。しかしながら後代になって,広場を埋めた

土の層と共に掘り返されており,本来どこから掘られた墓なのか,埋葬さ

れた人物や副葬品などについても詳しく知ることができない。第 9号墓は

イドロ期墓壇の中央やや北西寄り,壁からlmほ どはなれたところにあ
り,直径 2.2mの かなり大きな穴である。内部には散乱した人骨破片と数

点の土器片が残されていたにすぎない。第 7号墓は,基壇の北隅の壁際に

ある直径2mの穴で,人骨のほかに,金製品の破片と数点の石製および貝
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製の玉,筒状の骨製品が出土した。両方の墓墳には朱の痕跡が認められた。

遺物の特徴,朱の存在,イ ドロ期の床を掘った穴等の点で, これまでの 5

基の墓と共通点があり,やはリクントゥル・ ワシ期の墓と見てよかろう。

墓の意義

クントゥル・ ワシは形成期の大祭祀建築遺跡である。以前から研究者の

間では注目されていた遺跡であるにもかかわらず,1946年の調査の簡単な

報告 (Carri6n Cachot 1948)力 あ`る以外は,本格的な発掘がなされていな

かった。したがってわれわれの 3度にわたる発掘によってはじめて実態が

明らかにされるといっても過言ではない。それによって形成期における祭

祀主義の具体的な展開について重要な事実が日の目を見ることになるであ

ろう。とくに, ここに報告した墓と副葬品の発見の意義は大きい。墓は祭

祀建築の中心において発見されたのであり,単なる埋葬ではなく,祭祀と

密接に関連した特殊な儀礼行為の一環と考えられるからである。

形成期の祭祀主義の意味論的側面を考察するにあたっては,主 として 3

つの手がかりがある。第一に,祭祀建築自体の構造,第二に,その祭祀建

築に付随する壁画,レ リーフ,石彫などの図像表現,そ して第二に,土器,

織物,石や貝,骨などで製作された小型の彫刻品,金製品などに見られる

図像表現である。量からいえば圧倒的に第二の資料が多い。ところが, こ

れら「持ち運びのできる」図像資料は,その性質上,本来置かれていた位

置からたやすく動いてしまう。そのため祭祀建築との具体的な関係を見出

すことが極めて困難である。祭祀建築やそれに伴う図像表現の方は,研究

者の手で発掘調査がなされてはじめて明らかにされるのに対して,「持ち運

びのできる」遺物は偶然に掘り出されたり,盗掘されたものが多く,出土

状況の記録がほとんどない。これら本来祭祀に関係していた品物は,祭祀

建築の中の特殊な場所に収納されていることもある。たとえば,形成期の

代表的な祭祀遺跡であるチャビン・デ・ ワンタルの調査で,「奉納の回廊」
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と命名された地下の部屋から数百点もの精製土器が発見されたことがある

(Lumbreras 1989)。 しかし, これはいまところ例外といってよい発見で

ある。盗掘された墓の副葬品が,博物館の収蔵品や個人コレクションとし

てわれわれの前にあることが多いのである。今回のクントゥル 0ワ シのよ

うに,建築との関係や出土状況が正確に把握された形成期の墓は,その意

味で極めて稀なこと, したがって実に貴重な発見といわざるを得ない。

形成期の祭祀建築と図像表現についての研究は何人かの研究者による試

みがこれまでにあった (Rowe 1962; Roe 1974; Cordy‐ Collins 1976;

Salazar‐ Burger and Burger 1983;Ravines 1984)。 これらの議論とクン

トゥル・ ワシのデータとがどのようにかみあうのか, これも今後の重要課

題である。

また,ク ントゥル・ ワシ期の墓の土器や金製品は,ヘ ケテペケ川下流域

や北海岸に分布するクピスニケと総称 され る様式に類似 している

(Lapiner 1976;Banco de Crё dito 1981;Alva 1986参 照)。 それは,ほ

とんどが明確な出土状況の記録を欠いた遺物をもとにしている様式概念で

あるので,比較研究をするにも限界がある。今後の海岸地方での研究の成

果が待たれる。

クピスニケ様式についてはその放射性炭素年代が多くの場合イドロ期よ

りも古い年代となっている。ところがクントゥル・ フシの発掘では, クピ

スニケ様式と酷似する土器などを伴うクントゥル・ ワシ期は,明 らかにイ

ドロ期よりも新しい。クントゥル 0ワ シ発掘によって入手した試料の年代

測定の結果がまだ出ていないので,議論ができないのであるが,結果次第

では海岸から山地にかけての形成期諸文化の動向は,重大な再検討が要求

されるかもしれない。

遺物の分析と比較研究,年代測定などの結果がまだ出ていない段階であ

るが,ク ントゥル・ ワシの墓の重要性のゆえに, とりあえず事実を同学の

諸氏に報告すべく,小論を発表する次第である。
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竪  坑 墓 室

直  径 深  さ 方   向 入口幅 奥 行 高  さ 深さ(ホ )

第 1号墓 150cm 226cm 北→南 120cln 120cm 100cln 30cm

第 2号墓 150cm 255cm 北東→南西 120cm 110cm 100clll 10clll

第 3号墓 145cm 230cm 西→東 130cal 100cm 50cln 25cm

第 4号墓 140cm 170cm 北→南 90cm 100cm 100cm 30cm

表 1 クントゥル・ ワシ4基の墓の構造   (*)竪 坑の底との比高
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表 2 クントゥル・ ワシ第 1号―第 5号墓出土品一覧

第 1号 墓 第 2号 墓 第 3号 墓
被 葬 者 壮年男子 ? 不明

(不完全)

若年男子?

金 製 品 冠(46.5X18cln)

篭目二段,14人面
冠(48X13.5cm)

5面ジャガー
耳飾り(径 7 cln,高 3.5cm)

1対 図象なし
輪状薄板(径 0.7cm) 胸飾り(17.5× 16cm)

蛇目=四角ジャガー

胸飾 り(16.5 X llcm)

正面ジャガー

胸飾り(18× 9.5clll)

1対

横顔ジヤガー2× 2

土 器 鐙型象形壼

赤/白 :コ ンドル
ジヨッキ型土器

黒 :亥1文 赤/白充頂
鐙型象形壷

黒 :刻文 チリモヤ

長頚壼 無文壼破片

赤 :4(5)圏点 里
ヽ

高杯

褐色 無文
高杯

褐色 無文
石 製 品 菅玉(白 /青 )2点 菅玉(緑)3点 菅玉(自 /緑)2点

耳飾り(径 4011,高 1.5cln)

1対 青色 無文
貝製品 (I) 胸飾り(115× 8× 0.8m)

自/青色
変形有孔石坂

輪 (8.5× 6× l cln)

自/青色
コンドルの目

貝製品(II) ストロンプス(ほ ら貝)

(21X17X13cm)
白 彫刻文
ストロソプス(ほら貝)

(21× 18× 12cm)

白 無文
ストロンプス(は ら貝)

(19× 14× 1lcm)

自 無文
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第 4号 墓 第 5号 墓

被 葬 者 老年女性 壮年男子 幼児骨若干

金 製 品

そ の 他

金 属 品

金製銀製鳥型首飾り

21個体分 内完形 3点
2.4Xl.2cm O.25g

銅製 ドーナツ型円盤

2点 内 1点完形
dia7.4cln:3.Ocln
布痕と緑青付着

金製円錐形ペンダン ト

2.2 (dia)X3.5 (h)cln
23g

土 器 黒色鐙形壺     1点
赤彩色鉢      1点
無文小型鉢     1点

土器なし

石 製 品 人面小型鉢 1点
dia 4 cln h4.5cln

石製品なし

ビーズⅢ longXdia点数
緑色菅玉 2 Xl.2cm     52

1.5× 0.8       82
l XO.7        31

鮮緑菅玉 4 X l X lcln    3
緑色丸玉 l X lcln     103
0.8XO.8      369
0.4× 0.7        539
0.3× 0.6      410

ラピス菅玉 5 Xl,7     11
ラスリ  2.5× 1.5      13
1.5X1       50

ラビス丸玉 2 Xl.5     78
0.5× 0.7      244

灰青色平玉 1.5cln      101
微小玉 直径 0.5cln以 下  3,672
青色獣面付菅玉       1
破片           286

貝 製 品 ビーズⅢ long× dia点 数

自色菅玉 l Xl.6cln     13
0.8× 0.8      23

Spondylus EE

O.5XO.7      567
同上平玉 1.5cm       234

白色菅玉         20点
2× 0.8XO.6cln

Spondylus三 玉             1メミ
0.7XO,7XO.7cm

骨 製 品 骨製品なし 骨製 ドーナツ型円盤 1点

dia9.6cln i 2.5cln

骨製菅玉         7点
4× 2 Xl.7cm

*ビーズ総点数 6,882点
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クントゥル・ ワシの墓――ベルー北部山地の発掘調査から一一
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『五面ジャガー金冠』(第 2号墓出土)「デ〒〒司¬Oc.

『横顔ジャガー飾り板』(第 2号墓出土)

『蛇目一角目/ジ ャガー胸飾り』(第 2号墓出土)

(第 2号墓出土)

ワシの黄金製品

『十四人面金冠』(第 1号墓出土)

『双子/ジ ャガー胸飾り』

図 3 クン トゥル・




